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一般会計歳入一般会計歳入一般会計歳入
　個人市民税は納税義務者

数の減少により、固定資産

税は大規模償却資産の課税

標準額の減少により、それ

ぞれ減少を見込んでおり、

市税全体としては、減額と

しています。

　地方交付税は、市民税及

び固定資産税等の減少を見

込み、増額としています。

　国庫支出金及び市債は、

平成３０年７月豪雨災害に

係る災害復旧費の増加によ

り、増額としています。
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一般会計歳出一般会計歳出一般会計歳出
　補助費は、工業団地施

設整備奨励金や広島中央

環境衛生組合負担金など

の増加により増額とし、扶

助費は、認定こども園等施

設型給付費などの増加に

より増額としています。

　投資的経費は、平成

３０年７月豪雨災害に係

る災害復旧に重点を置い

たため、普通建設事業費

は減額とし、災害復旧費

は増額としています。

地方譲与税

　1億 2,161 万円

　0.9％

地方特例交付金

　4,987 万円

　0.4％

交通安全対策特別交付金

　257 万円

　0.0％

分担金・負担金・寄附金

　2億 1,515 万円

　1.6％

使用料・手数料

　1億 1,971 万円

　0.9％

財産収入

　2,885 万円

　0.2％

繰越金

　1千円

　0.0％

貸付金

　2億 8,000 万円

　2.1％

維持補修費

　1億 6,767 万円

　1.2％

積立金

　3,195 万円

　0.2％

投資及び出資金

　16 万円

　0.0％

23 億 7,576 万円
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平成 31年度当初予算の概要
～「元気」の源となる「ちから」づくりの推進～

　平成 31 年度当初予算は、「第６次竹原市総合計画」の基本構想の将来都市像である、『元気と笑顔が織り

成す　暮らし誇らし、竹原市。』の実現に向け、平成 30 年７月豪雨災害からの着実な復旧・復興のための施

策及び『たけはら元気プロジェクト』に体系づけた施策を着実に進めるものです。

　平成 31 年度当初予算の概要は、竹原市ホームページにも掲載しています。

▼各会計の予算状況
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会計名 平成３１年度 平成３０年度 増減率（％）

一般会計 １３４億５，８０６万円 １２２億３，５８７万円 １０．０

特別会計 ８０億１，４７２万円 ８３億７，９２３万円 ▲４．４

国民健康保険 ３３億１，０４１万円 ３５億５，１６９万円 ▲６．８

貸付資金 ８３２万円 ８３３万円 ▲０．１

港湾事業 ５，１７３万円 ４，７２３万円 ９．５

公共下水道事業 ７億７，７８０万円 ９億５１８万円 ▲１４．１

公共用地先行取得事業 １千円 １千円 ０．０

介護保険 ３３億７，６５８万円 ３３億９，１６２万円 ▲０．４

後期高齢者医療 ４億８，９９０万円 ４億７，５１８万円 ３．１

水道事業会計 １１億７，６２４万円 １０億３，５１１万円 １３．６

合計 ２２６億４，９０３万円 ２１６億５，０２１万円 ４．６
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～「元気」の源となる「ちから」づくりの推進～

平成 31 年度重点事業
主な事業は次のとおりです。

平成 30 年７月豪雨災害からの早期復旧・復興

呼び込む「ちから」づくり

■景観計画策定事業　882 万円

　歴史的な建造物の維持や周辺の自然景観と一体と

なったまちなみ形成を図り、歴史・文化の継承や観光

資源の核として活用するため、景観計画を策定します。

■観光プロモーション事業　848 万円

　観光客の満足度の向上とリピーターの増加から観光

消費額の増大につながる好循環を生み出す事業を実施

します。

育てる「ちから」づくり

■地域交流センター事業　6,464 万円

　地域住民による個性豊かで活力あふれる地域社会を実現するため、

既存の公民館を活動の拠点となる地域交流センターに移行します。

■コミュニティ・スクール導入事業　100 万円

　地域と一体となって子供たちを育む「地域とともにある学校」をつ

くっていくための施策を実施します。

■産後ケア推進事業　36 万円

　産婦の育児不安の軽減と児童虐待の予防を図り、子供の健やかな成長

と子育てしやすい環境を醸成するため、宿泊型産後ケアを実施します。

■地域小児科医１か月乳児健診事業　18 万円

　母親の産後うつの予防及び乳児の予防接種、育児不安の軽減を図る

ため、１か月乳児健診を市内の小児科医院等で実施します。

■公共土木施設災害復旧事業　15 億 1,250 万円

　平成 30 年７月豪雨で被害を受けた市内１６４箇所

（平成 31 年１月時点）の河川、道路及び橋梁といった

公共土木施設の復旧事業を実施します。

■農林水産施設災害復旧事業　2億 7,130 万円

　平成 30 年７月豪雨で被害を受けた市内１１７箇所

（平成 31 年１月時点）の農地、農業用施設、林道といっ

た農林水産施設の復旧事業を実施します。

■地域支え合いセンター運営事業　1,706 万円

　平成 30 年７月豪雨災害被災者の早期の生活再建を図るため、広島県や関係機関と連携し、被災者を

一体的に支援します。

■日本遺産（北前船寄港地）活用事業　200 万円

　日本遺産に認定されている「荒波を超えた男たちの夢が紡いだ異空間～

北前船寄港地・船主集落～」の追加認定を受け、様々な事業を実施します。
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　２月 19 日から３月 15 日までの間、市議会定例

会が開催され、議案 30 件が可決されました。主

な議案は次のとおりです。（今回の定例会で可決

された平成 31 年度当初予算については、10 ～ 12

ページをご覧ください。）

◆竹原市地域交流センター条例案

　地域住民が主体的に取り組むまちづくり及び人

づくりの推進並びに地域住民による個性豊かで活

力あふれる地域社会を実現するため、地域交流セ

ンターを設置するものです。

平成 31 年  第１回　竹原市議会定例会

◆竹原市事務分掌条例の一部を改正する条例案

　多様化する市民ニーズや新たな行政需要・課題

に着実に対応するとともに、より効率的で効果的

な行政運営の推進に向けた組織体制とするため、

必要な規定を整備するものです。

◆平成 30 年度竹原市一般会計補正予算（第６号）

　平成 30 年７月豪雨災害に係る災害救助及び災

害復旧に要する経費などを追加計上するほか、平

成 30 年度各種施策の実施による事業費の精算な

どに伴い、７，４８８万４千円を増額するととも

に、年度内での完了が見込まれない事業費につい

て、次年度へ繰り越すものです。

竹原市教育大綱を策定しました
～基本理念『故郷を大切にし、未来を拓く人づくり』～

計画期間 平成 31 年度～平成 35 年度

各柱の

目標

学校教育
〇夢をもち、多様な人々と協働し、社会を主体的に生き抜くこと

　ができる人材を育成している

生涯学習・

青少年育成

〇多彩な生涯学習の場が充実し、それらを担い、推進していく人

　材が育っている

〇教育上特別な配慮を必要とする児童生徒等への適切な支援をは

　じめ、乳幼児から青少年まで健全に成長できる環境が充実して

　いる

歴史 ･文化財 〇歴史と文化財が保存・継承され、地域の活性化に生かされている

●第６次総合計画の策定に伴い、４月１日から新たな基本理念へ

　平成 31 年３月に新たな「竹原市教育大綱」を策定しました。この新しい教育大綱のもと、「学校教

育」「生涯学習・青少年育成」「歴史・文化財」の３項目を柱として「故郷を大切にし、未来を拓く人

づくり」を行ってまいります。

問い合わせ

　企画政策課秘書企画係　☎２２-０９４２

　教育振興課教育企画係　☎２２-２３２９

　３月 27 日、市議会臨時会が開催され、議案１件が可決されました。

◆竹原市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案

　行政職給料表の職務の級が３級から６級である職員の給与について、平成 31 年４月１日から平成

32 年３月 31 日までの給料月額を減額する特例措置を行うものです。

平成 31 年  第１回　竹原市議会臨時会
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「介護予防自主グループ」を紹介します！
　自主グループのうち、今回は「築地こすもす会」を紹介します。

このグループは「住み慣れた場所で、お互いが支えあい、気にしあう関係が育まれる地域」を目指し

て発足されました。元々は月に 1 回開催のサロンでしたが、３か月間の介護予防教室の後、「元気で

過ごす」ために、毎週体操も取り組む「自主グループ」として継続されています。立ち上げの目的ど

おり、お互いが声をかけあい、温かい雰囲気があるグループです。

　みんなで楽しく過ごすため、リーダーの堂前可子さんを中心として、いろんなことに積極的に取り

組んでおられます。

築地こすもす会
設立時期　平成 28 年 9 月

場所　築地集会所

開催日時　毎週木曜日　13：30 ～ 15：00

登録者数　12 人

参加者の年齢層

　60 ～ 90 代の女性で、最高齢は 94 歳の

稲葉ミサ子さんです！

あまり知らなかった近所の人とも、
「自主グループ」を通じて、楽しく

おしゃべりするようになりました！

問い合わせ　健康福祉課介護福祉係　☎２２-７７４３

竹原市地域支え合いセンター
◆豪雨災害被災者の生活再建・自立を支援

　保健師や看護師などの相談員が相談を受け付

けます。お気軽にご相談ください。

日時　月曜日～金曜日（祝日等除く）

　　　９時～ 17 時

場所　保健センター２階

支援内容　・現況等の調査及び支援計画の策定

　　　　　・見守り、巡回訪問

　　　　　・相談受付、専門機関等へのつなぎ

　　　　　・コミュニティづくりの支援

　　　　　・関係機関等との連携

問い合わせ　竹原市地域支え合いセンター

　　　　　　☎２１-８０７０

広島県西部東保健所
サテライト業務の実施

●平成 31 年度も実施します

　毎月第１火曜日 10 時～ 15 時 (12 時～ 13 時

を除く )に、市民館で、広島県西部東保健所サ

テライト業務を実施します。

　保健所サテライトでは、食品関係営業許可・

届出などの受付や申請・届出の手続きに係る相

談を行っています。

問い合わせ

　広島県西部東保健所生活衛生課

　☎０８２-４２２-６９１１（代表）

募集する職種 応募条件 申込期限 申し込み・問い合わせ

事務補助職員

（職員の育児休業や臨時的な業務
などが生じた場合に勤務する。）

パソコン操作（ワードやエク
セルの入力作業）のできる人

随時
所定の申込書（総務課に
備え付け）により、総務
課人事係（☎ 22-7719）へ

平成 31 年度 臨時職員の登録者募集中
　竹原市役所（出先機関等含む）、に勤務する臨時職員の登録者を募集します。登録した人の中から必要

に応じて雇用します。
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４月から、市の税金・保険料等をスマホで納付できます！

　市税等の納付書に印字してあるバーコードを、

お使いのスマートフォンのカメラ機能で読み取

り、口座引き落としや電子マネーによる即時納付

が可能になりました。

　金融機関やコンビニエンスストアに出向かず、

自宅で納付できます。

対応アプリ

● PayB（ペイビ―）　⇒ https://payb.jp/

●ヤフー公式アプリ

　⇒ https://money.wallet.yahoo.co.jp/rd/5ya

対象税目等

　市県民税(普通徴収)、固定資産税、軽自動車税、

国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保

険料、住宅使用料、幼稚園使用料、各種奨学資金

貸付金、保育料、水道料金（下水道使用料）

利用方法

①決済用アプリ（PayB またはヤフーアプリ）を、

　お使いのスマートフォンにダウンロードし、支

　払口座情報等の利用登録を行う。

②アプリを起動し、スマホのカメラで、納付書の

　バーコードを読み取る。

③納付金額等の内容を確認し、納付を実行する。

※詳しい操作方法・利用可能な金融機関について

　は、アプリのホームページでご確認ください。

注意事項

　領収証書及び軽自動車税の納税証明書は発行さ

れません！必要な場合は、金融機関・コンビニエ

ンスストアの窓口でお支払いください。

※軽自動車の納税証明書は、後日、税務課・支所・

　出張所の窓口で交付申請できます。

※納付金額が訂正された納付書ではお支払いでき

　ません。

　詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　会計課　☎２２-７７５２

多言語通訳サービスを始めます！
　４月から、市民課や税務課など、市役所の窓口

に来られた外国人住民を対象として、広島市と連

携した多言語通訳サービスを開始します。

サービスの概要

　市役所の窓口に来所された外国人住民のみなさ

んが、手続きや相談など、その用件の内容によっ

て多言語対応を必要とされる場合、竹原市職員が

仲介し、広島平和文化センターの専門スタッフが

電話で外国人住民等の方とやりとりさせていただ

き、通訳した内容を竹原市職員に伝えるなどの支

援をします。

対応言語

　英語、中国語、スペイン語、ポルトガル語

対応時間

　月曜日～金曜日　９時～ 16 時

※祝日、年末年始（12 月 29 日から１月３日まで）、

　８月６日は除きます。

※時期や時間帯によっては業務が集中し、直ちに

　対応できない場合があります。

利用料　無料

問い合わせ

　企画政策課秘書企画係

　☎２２-０９４２

地域ぐるみで取組む鳥獣被害対策

　イノシシやシカを中心とした農作物被害が

市内全域に広がっています。年間を通して有

害鳥獣の駆除を行っていますが、最近では住

宅地へも昼夜を問わず出没するなど被害は広

がっています。

　農作物被害や住宅地などへの侵入を防ぐた

めには、駆除だけでなく、「餌を食べさせない」

「潜み場所をなくす」等の「防御」が重要です。

　市では、農林産物をイノシシやシカなどの

被害から守るため、電気柵・ワイヤーメッシュ

柵・トタン柵を設置する場合の資材や駆除に

使用する捕獲柵の購入に対して補助を行って

います。

　また、制度拡充により、既に補助金の交付

を受けた場合も、予算の状況に応じて、同一

年度に最大３回まで交付可能になりました。

　補助要件など詳しくは、お問い合わせくだ

さい。

※平成 31 年４月１日以降に購入したものが

　対象です。

問い合わせ

　産業振興課農林水産振興係

　☎２２-７７４５
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　　　　　 竹原市地域包括支援センターを紹介します
問い合わせ　竹原市地域包括支援センター（中央三丁目 13-5）　　☎２２-５４９４

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です
　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者のみなさんを、介護、福祉、健康、医療などさ
まざまな面から総合的に支援するための拠点です。

在宅介護支援センター  むなこし
吉名町 793　☎ 25-1966

山
やました

下 和
か ず こ

子さん 　岡
おか

 幸
ゆきひろ

弘さん 　橋
はしもと

本 真
ま さ き

幸さん

在宅介護支援センター ゆさか
西野町 184　☎ 29-2201

山
やました

下 由
ゆ き こ

喜子さん　 丸
まるみつ

光 陽
よ う こ

子さん　

高齢者のみなさんの

権利を守ります

　成年後見制度の利用支援

や、消費者被害などへの対

応、高齢者の虐待防止や早

期発見・早期対応などに取

り組みます。

暮らしやすい地域づくりに

取り組みます

お近くのブランチ（在宅介護支援センター）でも相談できます
高齢者のみなさんのご自宅を訪問しますので、介護に関する悩みなど何でも相談してください。

在宅介護支援センター  せとうち
港町四丁目 4-42　☎ 22-9670

向
むかいだ

田 時
ときのり

典さん　渡
おりかわ

川 知
ともあき

昭さん　佐
さ ど

渡 裕
ゆ う こ

子さん

介護に関する悩みなど

さまざまな相談に応じます

　介護が必要な高齢者やそ

の家族のために、介護に関

する相談のほか、福祉や医

療など、さまざまな相談を

受け付けています。

自立した生活ができるよう

介護予防をすすめます

　要支援１・２と認定され

た人や、支援や介護が必要

となるおそれがある人への

支援を行います。（介護予

防ケアプランの作成など）

【地域包括支援センターが行っている主な業務】 私たち専門職が連携して、

さまざまな相談に対応します。

酒
さ か い

井 利
り え

恵さん
（社会福祉士）

森
も り た

田　宮
み や こ

子さん
（看護師）

河
こ う の

野 伸
し ん た

太さん
（社会福祉士）

大
おおなか

中　富
ふ み こ

美子さん
（主任ケアマネジャー）

在宅介護支援センター　せいけい
忠海中町三丁目 16-1　☎ 26-0500

面
めんたに

谷 直
な お き

記さん　大
お お せ ど

世戸 玲
れ い こ

子さん　

　介護サービス事業所や医療

機関など、様々な機関との

ネットワークづくりを進めて

います。ケアマネジャーへの

支援や助言も行います。
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高齢者肺炎球菌予防接種 ( 広域予防接種 ) を実施します
個人負担額　　3,200 円

※市民税非課税世帯に属する人（申請が４・５月

　の場合は平成 30 年度、６月以降の場合は平成

　31 年度の課税状況）や、生活保護世帯の人は、

　無料です。申請時に個人番号カード又は通知  

　カードと本人確認書類等が必要です。

※転入等の場合、提出書類が必要となる場合があ

　ります。

実施医療機関（市内）

　浅野内科医院 ･いのくちクリニック・円山医院・

大田整形外科おおた内科・大多和医院・大貫内科

医院・おぎ皮膚科アレルギー科クリニック・かわ

の医院・桑原内科循環器科医院・呉共済病院忠海

分院・こうの医院・しいはらクリニック・城原胃

腸科整形外科・竹原病院・中島内科クリニック・

馬場病院・安田病院

実施医療機関（市外）

　広域予防接種実施医療機関

接種時に必要なもの

　健康保険証など本人確認ができるもの、個人負

担金、予防接種券、予診票

予防接種券の申し込み

　接種前に保健センターに印かん、健康保険証な

ど本人確認ができるものを持って、申請してくだ

さい。

　接種券交付後、医療機関へ予約してください。

※代理人が申請する場合は、委任状に必要事項を

　記入し、代理人の印かん・本人確認ができるも

　のを持参し、保健センターへ申請してください。

② 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、じん臓、呼

　吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度

　に制限される程度の障害、ヒト免疫不全ウイル

　スにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可

　能な程度の障害がある人 (※医師に相談し、該

　当する場合、障害種別の身体障害者手帳の写し

　または証明書等が必要になります。詳しくはお

　問い合わせください。)

実施期間　平成 32 年３月 31 日まで

平成 31 年度の対象

　次の①または②に該当し、本人の接種するとい

う意思が確認できる場合

　また、市内に住所があり、今までに肺炎球菌予

防接種を受けていない人

①次の生年月日の人（定期接種できるのは現時点

　では平成 31 年度限りです。）

65 歳 昭和 29 年４月２日 ～ 昭和 30 年４月１日生まれ

70 歳 昭和 24 年４月２日 ～ 昭和 25 年４月１日生まれ

75 歳 昭和 19 年４月２日 ～ 昭和 20 年４月１日生まれ

80 歳 昭和 14 年４月２日 ～ 昭和 15 年４月１日生まれ

85 歳 昭和９年４月２日 ～ 昭和 10 年４月１日生まれ

90 歳 昭和４年４月２日 ～ 昭和５年４月１日生まれ

95 歳 大正 13 年４月２日 ～ 大正 14 年４月１日生まれ

100歳
以上

大正９年４月１日以前

風しんの抗体検査と予防接種を行います

　風しんとは、「三日ばしか」とも呼ばれ、発疹、

発熱、リンパ節腫張を特徴とします。妊婦が妊娠

早期に風しんにかかると、赤ちゃんが先天性風し

ん症候群を発症する可能性があります。

　近年、30 代から 50 代男性の風しん患者数が増

加しています。このうち公的な予防接種を受ける

機会がなかった男性を対象に、抗体検査と予防接

種を行います。

対象者　昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日

生まれの男性

※平成 31 年度は、昭和 47 年４月２日～昭和 54

　年４月１日生まれの男性に対して、抗体検査・

　クーポン券の案内を４月下旬～５月頃に送ります。

※昭和 37 年４月２日～昭和 47 年４月１日生まれ

　の男性も、希望すればクーポン券を発行します。

　（要申請）

実施期間　平成 34 年３月 31 日まで

実施内容

　採血による抗体検査を行い、結果が陰性だった

場合風しんの予防接種を行います。

個人負担額　無料

持参物　クーポン券、保険証

問い合わせ　保健センター　☎２２-７１５７

問い合わせ　保健センター

　　　　　　☎２２-７１５７


